
　対馬海峡を挟む両岸地域、すなわち九州北部から
韓半島南部にかけての地域は、縄文時代中期から後
期において結合式釣り針等の共通する漁撈具を利用
していることから、環玄界灘漁撈文化圏として一般
的に把握されてきた（島津，1992；木村・中山，
1992；山崎，2001，2010）。貝を用いた仮面（以
下、貝面：図１）も、この文化圏の一要素とされ、
これまでにも集成や利用法の検討等、多くの研究が
行われてきた（江坂，1960，1974；磯前，1991；島
津，1992； 中 山，1992； 山 崎，2001，2010； 水 ノ
江，2002）。その中で、貝面に利用された貝は、イ
タボガキ・ホタテガイ・マダカアワビの３種である
と報告されている（山崎，2001，2010）。
　最初に発見・報告された熊本県阿高貝塚の貝面
は、江坂（1960）によるイタボガキという報告以
降、この同定結果が定着している。筆者は、阿高貝
塚 の 貝 面 は 木 村・ 中 山（1992） や 永 野・ 正 岡

（2010）に図示された写真から、殻が大形で放射肋
が認められず、イタボガキではないと思っていた
が、カキ類の分類に有効な内面殻頂部を観察するこ
とができなかった。今回、この阿高貝塚例を含めい

くつかの貝面およびその類似製品を見ることができ
たので、未だ実見できたものは少ないものの、文献
も含めてこれらの同定結果について報告する。
　なお、貝面と考えるかどうかや各資料の帰属年代
等の考古学的側面に関しては、専門外であるため、
検討等を行っていない。

検討および比較現生資料
　 貝 面 お よ び そ の 類 似 製 品 に 関 し て は、 山 崎

（2001，2010）と高橋（2007）でほぼ網羅されてい
ると考えられ、これらの研究に基づいた。ただ、こ
れらに含まれていなかった韓国釜山・東三洞貝塚の
例（河，2007）を含めた。実見したものは、阿高貝
塚・黒橋貝塚・東三洞貝塚・下本山岩陰の５例で、
その他のものは実測図および写真により検討した。
今回対象とした遺跡を図２に示した。
　考古資料の同定を行うために、千葉県立中央博物
館に登録されている現生標本も比較資料として用い
た。CBM-ZMは同博物館の登録番号である。
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東アジアにおける貝製仮面およびその類似製品に利用された貝類の同定
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千葉県立中央博物館
〒260-8682　千葉市中央区青葉町955-2

要　旨　本稿では東アジアの主に先史時代遺跡から報告された貝製仮面（貝面）およびその類似
製品（参考資料）についての貝類学的な再同定を行い、従来とは異なった同定結果を示したもの
である。中国河南省殷墟出土のホタテガイが韓半島東岸中北部からもたらされた可能性も想定さ
れる等、貝類の搬入に関しても考察した。
　その結果、従来イタボガキの左殻とされてきた著名な熊本市阿高貝塚と黒橋貝塚のカキ類はス
ミノエガキであり、前者は左殻、後者は右殻と考えた。その他のカキ類に関しても、従来の同定
とは異なる可能性の高いことを指摘した。
　貝の搬入や移動の問題を考えるために、韓半島南岸の先史遺跡からの大形カキ類の出土例を検
討し、金海会峴里貝塚の種はスミノエガキであると判断したが、阿高貝塚等へは持ち込まれたと
は考えにくいとした。熊本県水俣市南福寺貝塚のマダカアワビも、その生息環境から最も近距離
の場合でも、同種の貝製仮面の出土した沖の原貝塚の立地する熊本県天草の外海岩礁域からのも
のであろう。韓国釜山東三洞貝塚・同徳積群島・中国河南省殷墟で出土しているホタテガイは、
韓半島東岸中北部の日本海に分布し、この地域から各地へ搬入されたと考えた。

キーワード　貝面　阿高貝塚　黒橋貝塚　スミノエガキ　ホタテガイ　殷墟

Bull. Nat. Hist. Mus. Inst., Chiba －Humanities－
13（2）：82-96. March 2017

千葉県立中央博物館研究報告　－人文科学－
13（2）：82-96．2017年３月

－ 82 －



図１　貝面（山崎，2001）．１：東三洞貝塚．２：南福寺貝塚．３：桑原飛櫛貝塚．４・６：沖の原貝塚．
　　　５．佐賀貝塚．
Fig. 1	Shell Mask (Yamazaki，2001)．１：Dongsam-dong SM, Busan, Korea．
　　　２：Nampukuji SM, Kumamoto, Japan．３：Kuwabarahigushi SM, Fukuoka, Japan．
　　　４&６：Okinohara SM, Amakusa, Japan．５：Saga SM, Tsushima Is., Japan．
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結果および考察
１．貝面に利用された貝類の種類
　表１に、今回の最終的な同定結果を、これまでの
見解と検討文献等と共に示した。この表では分類学
的なまとまりとして示したが、以下の検討は発見順
とした。
ａ）阿高貝塚：熊本県熊本市（図３）
今回の同定結果：スミノエガキ，左殻
これまでの同定結果：イタボガキ，左右殻の記述な
し（江坂，1960）；イタボガキ，左右殻の記述なし

（江坂，1974）；イタボガキ，左右殻の記述なし（中
山，1992）；イタボガキ，右殻（島津，1992）；イタ
ボガキ，左殻（山崎，2001，2010）
備考：今回、実見し、同定を行った。殻は大形で、
殻表に放射肋を持たず、やや軽かった。殻頂部内面
の観察では、両縁に刻みは観察できず、幅広い靭帯
溝が確認できた。これらのことから、この資料はス
ミノエガキの左殻であると判断した。資料を実見し
たが、殻の内面に、他生物の付着・穿孔や顕著な磨
滅等はみられず、死殻であるとは確認できなかっ
た。
ｂ）南福寺貝塚：熊本県水俣市（図１－２）
今回の同定結果：マダカアワビ
これまでの同定結果：マダカアワビ（山崎，2001，
2010）
備考：永野・正岡（2010）に図示された資料を元に
同定を行った。殻表に強い畝状の肋を有し、螺肋が
不明瞭であることからマダカアワビに同定できる。
日 本 に 分 布 す る ア ワ ビ 類［ 亜 属 ］（Haliotis

（Nordotis））には３種が知られている。殻が扁平
で、丸みを帯び、殻表に明瞭な螺肋を有し、畝状の
肋を持たないメカイアワビ。殻はやや高く、丸みを
帯び、殻表に明瞭な螺肋を有し、時に極めて顕著に
なる畝状の肋を持つマダカアワビ。殻はやや高く、
やや細長く、殻表に弱い螺肋とやや明瞭な畝状の肋
を持つクロアワビである。これらの特徴を組み合わ
せて検討することにより、種の同定を行うことがで
きる。なお、本資料に関しては水ノ江（2002）の詳
細な考古学的な観察がある。
ｃ）東三洞貝塚：韓国釜山（図１－１）
今回の同定結果：ホタテガイ，右殻
これまでの同定結果：イタヤガイ，左右殻の記述な
し（江坂，1974）；イタヤガイ，左右殻の記述なし

（中山，1992）；イタヤガ［キ］イ，左右殻の記述な
し（島津，1992）；ホタテガイ，左右殻の記述なし

（山崎，2001）；ホタテガイ，右殻（山崎，2001）
備考：東三洞貝塚展示館でケース内の実物資料を見

ることができた。約13㎝であるサイズ・殻の膨ら
み・20本程度の肋から、ホタテガイの右殻と同定で
きた。ホタテガイに類似現生種はなく、同属の化石
種は新生代に多くの種が知られているが、見た限り
では化石の質感とは感じなかった。
ｄ）黒橋貝塚：熊本県熊本市（図４）
今回の同定結果：スミノエガキ，右殻
これまでの同定結果：イタボガキか，左右殻の記述
なし（中山，1992）；イタボガキ，左右殻の記述な
し（島津，1992）；イタボガキ，蓋（右殻）（高木・
村﨑，1998）；イタボガキ、左殻（山崎，2001，
2010）
備考：今回、実見し、同定を行った。殻はやや大形
で、円形に近く、扁平で、殻表にはやや密な成長肋
が認められた。後述するイタボガキの右殻に類似し
ていたが、溶解は認められたものの、殻頂部に刻み
はなく、殻表もやや凹凸を有することからスミノエ
ガキと同定した。弾体溝は認められず、右殻と考え
た。ただ、特徴がやや不明瞭で、もしかすると左殻
の可能性も残る。また、本資料でも阿高資料と同様
に、他生物の付着・穿孔や顕著な磨滅等は認められ
ず、死殻であるとは判断できなかった。
　本貝塚の貝類遺体は菊池（1998）により詳細に報
告されており、その中にはスミノエガキは含まれて
いない。また、この報告では、小形のマガキとは異
なった大形個体が１個体のみ識別・図示されてい
る。この標本は筆者の見解ではスミノエガキとなる
可能性も考えられたので、貝面と同時に検討した
が、殻頂部の刻みはなく、マガキ属であり、その重
い質感から、筆者もマガキに同定した。なお、阿
高・黒橋両貝塚に近い古代の下江中島遺跡の貝塚か
ら出土した貝類遺体を検討する機会を与えて頂いた
が（黒住，2013）、菊池（1998）の結果と同様に小
形のマガキのみで、中大形のスミノエガキは認めら
れなかった。
ｅ）桑原飛櫛貝塚：福岡県福岡市（図１－３）
今回の同定結果：イタボガキ，左殻
これまでの同定結果：イタボガキ，右殻（井澤，
1996）；イタボガキ，左殻（山崎，2001，2010）
備考：井澤（1996）のFig. 35-49の実測図を元に同
定を行った。殻表に密な縦肋があり、内面の殻頂部
には弾体溝と考えられる部分が図示されていること
から、イタボガキの左殻と同定した。
　本貝塚の貝類遺体組成は、ブロックサンプルによ
りかなり多くの個体が抽出・検討されている（下
山，1996）。しかし、この中には、イタボガキは含
まれていない。このことから、貝面に利用された本

東アジアにおける貝製仮面およびその類似製品に利用された貝類の同定﻿

－ 84 －



表
１

　
貝

面
お

よ
び

類
似

製
品

の
同

定
結

果
．

　
Ta

bl
e 

1　
Re

su
lt 

on
 id

en
tifi

ca
tio

n 
of

 s
pe

ci
es

 o
f S

he
ll 

M
as

ks
 a

nd
 th

ei
r 

re
fe

re
nc

e 
m

at
er

ia
ls.

今
回

の
同

定
結

果
　

Pr
es

en
t i

de
nt

ifi
ca

tio
n

従
来

の
同

定
結

果
　

Pr
ev

io
us

 id
en

tifi
ca

tio
n

検
討

文
献

等
　

Re
fe

re
nc

es
 e

tc
.

 　
貝

面
　

Sh
el

l M
as

k
阿

高
貝

塚
，

熊
本

市
ス

ミ
ノ

エ
ガ

キ
／

左
殻

イ
タ

ボ
ガ

キ
／

左
殻

（
山

崎
，

20
10

）
資

料
実

見
　

Ad
ak

a 
SM

, K
um

am
ot

o,
 J

PN
　

C
ra

ss
os

tre
a 

ar
ia

ke
ns

is
 /

 L
V

　
O

st
re

a 
de

ns
el

am
el

lo
sa

 /
 L

V
黒

橋
貝

塚
，

熊
本

市
ス

ミ
ノ

エ
ガ

キ
／

右
殻

イ
タ

ボ
ガ

キ
／

左
殻

（
山

崎
，

20
10

）
資

料
実

見
　

Ku
ro

ba
sh

i S
M

, K
um

am
ot

o,
 J

PN
　

C
ra

ss
os

tre
a 

ar
ia

ke
ns

is
 /

 R
V

　
O

st
re

a 
de

ns
el

am
el

lo
sa

 /
 L

V
桑

原
飛

櫛
貝

塚
，

福
岡

市
イ

タ
ボ

ガ
キ

／
左

殻
イ

タ
ボ

ガ
キ

／
左

殻
（

山
崎

，
20

10
）

井
澤

（
19

96
）；

永
野

・
正

岡
（

20
10

）
　

Ku
w

ab
ar

ah
ig

us
hi

 S
M

, F
uk

uo
ka

, J
PN

　
O

st
re

a 
de

ns
el

am
el

lo
sa

 /
 L

V
　

O
st

re
a 

de
ns

el
am

el
lo

sa
 /

 L
V

佐
賀

貝
塚

，
対

馬
，

長
崎

県
イ

タ
ボ

ガ
キ

科
（

イ
ワ

ガ
キ

の
可

能
性

も
あ

る
）

／
左

殻
イ

タ
ボ

ガ
キ

／
左

殻
（

山
崎

，
20

10
）

正
林

（
19

89
）

　
Sa

ga
 S

M
, T

su
sh

im
a 

Is
., 

JP
N

　
O

st
re

id
ae

 g
en

. e
t s

p.
　

O
st

re
a 

de
ns

el
am

el
lo

sa
 /

 L
V

　
 （

?C
ra

ss
os

tre
a 

ni
pp

on
a）

 /
 L

V
沖

の
原

貝
塚

，
熊

本
県

カ
キ

類
（

カ
キ

ツ
バ

タ
の

可
能

性
も

あ
る

）
／

左
右

不
明

イ
タ

ボ
ガ

キ
／

左
殻

（
山

崎
，

20
10

）
山

崎
（

20
01

）
　

O
ki

no
ha

ra
 S

M
, A

m
ak

us
a,

 J
PN

　
O

st
re

oi
da

 fa
m

, g
en

 e
t s

p.
 

　
O

st
re

a 
de

ns
el

am
el

lo
sa

 /
 L

V
　

(?
Pa

ra
hy

ot
is

sa
 in

er
m

is
　

=　
im

br
ic

at
a）

 /
 ?

東
三

洞
貝

塚
，

釜
山

，
韓

国
ホ

タ
テ

ガ
イ

／
右

殻
ホ

タ
テ

ガ
イ

／
右

殻
（

山
崎

，
20

10
）

資
料

実
見

（
ケ

ー
ス

内
）

　
D

on
gs

am
-d

on
g 

SM
, B

us
an

, K
O

R
　

Pa
tin

op
ec

te
n 

ye
ss

oe
ns

is
 /

 R
V

　
Pa

tin
op

ec
te

n 
ye

ss
oe

ns
is

 /
 R

V
南

福
寺

貝
塚

，
熊

本
県

マ
ダ

カ
ア

ワ
ビ

マ
ダ

カ
ア

ワ
ビ

（
山

崎
，

20
10

）
永

野
・

正
岡

（
20

10
）

　
N

am
pu

ku
ji 

SM
, K

um
am

ot
o,

 J
PN

　
H

al
io

tis
 （

N
or

do
tis

） 
m

ad
ak

a
　

H
al

io
tis

 （
N

or
do

tis
） 

m
ad

ak
a

沖
の

原
貝

塚
，

熊
本

県
マ

ダ
カ

ア
ワ

ビ
マ

ダ
カ

ア
ワ

ビ
（

山
崎

，
20

10
）

山
崎

（
20

01
）

　
O

ki
no

ha
ra

 S
M

, A
m

ak
us

a,
 J

PN
　

H
al

io
tis

 （
N

or
do

tis
） 

m
ad

ak
a

　
H

al
io

tis
 （

N
or

do
tis

） 
m

ad
ak

a
　

　
貝

面
参

考
資

料
　

Re
fe

re
nc

e 
m

at
er

ia
l

鳥
浜

貝
塚

，
福

井
県

マ
ガ

キ
属

と
思

わ
れ

る
（

イ
ワ

ガ
キ

の
可

能
性

も
あ

る
）

／
カ

キ
類

／
左

右
記

述
な

し
（

高
橋

，
20

07
）

田
中

（
20

02
）

　
To

rih
am

a 
SM

, F
uk

ui
, J

PN
右

殻
の

可
能

性
大

　
O

st
re

id
ae

 g
en

. e
t s

p.
 /

 n
d

　
C

ra
ss

os
tre

a?
 s

p.
 （

?C
ra

ss
os

tre
a 

ni
pp

on
a）

 /
 R

V?
洗

谷
貝

塚
，

広
島

県
マ

ガ
キ

？
／

右
殻

？
マ

ガ
キ

／
左

右
記

述
な

し
（

金
子

・
忍

澤
，

19
86

）
金

子
・

忍
澤

（
19

86
）

　
Ar

ai
da

ni
 S

M
, H

iro
sh

im
a,

 J
PN

　
C

ra
ss

os
tre

a 
gi

ga
s?

 /
 R

V?
　

C
ra

ss
os

tre
a 

gi
ga

s 
/ 

nd
彦

崎
貝

塚
，

岡
山

市
イ

タ
ボ

ガ
キ

／
右

殻
イ

タ
ボ

ガ
キ

／
右

殻
／

２
例

（
高

橋
，

20
07

）
高

橋
（

20
07

）
　

H
ik

os
ak

i S
M

, O
ka

ya
m

a,
 J

PN
　

O
st

re
a 

de
ns

el
am

el
lo

sa
 /

 R
V

　
O

st
re

a 
de

ns
el

am
el

lo
sa

 /
 R

V 
/ 

2 
m

at
er

ia
ls

蘇
爺

島
貝

塚
，

徳
積

群
島

，
韓

国
ホ

タ
テ

ガ
イ

／
左

殻
ホ

タ
テ

ガ
イ

／
左

右
記

述
な

し
（

山
崎

，
20

01
）

崔
ら

（
20

00
）

　
So

ya
-s

om
 S

M
, D

ok
jo

kd
o 

Is
., 

KO
R

　
Pa

tin
op

ec
te

n 
ye

ss
oe

ns
is

 /
 Ｌ

V
　

Pa
tin

op
ec

te
n 

ye
ss

oe
ns

is
 /

 Ｌ
V

殷
墟

/小
屯

M
16

4，
河

南
省

，
中

国
ホ

タ
テ

ガ
イ

／
右

殻
？

ホ
タ

テ
ガ

イ
／

左
右

記
述

な
し

（
山

崎
，

20
01

）
近

藤
（

19
95

）
の

引
用

図
　

Yi
nx

u,
 H

en
an

, C
H

N
　

Pa
tin

op
ec

te
n 

ye
ss

oe
ns

is
 /

 R
V?

　
Pa

tin
op

ec
te

n 
ye

ss
oe

ns
is

 /
 Ｌ

V
殷

墟
，

河
南

省
，

中
国

ホ
タ

テ
ガ

イ
／

右
殻

／
図

示
２

例
と

も
ホ

タ
テ

ガ
イ

属
／

右
殻

（
鐘

，
19

93
）

鐘
（

19
93

）
　

Yi
nx

u,
 H

en
an

, C
H

N
　

Pa
tin

op
ec

te
n 

ye
ss

oe
ns

is
 /

 R
V 

/ 
fig

ur
ed

 2
 m

at
er

ia
ls

　
Pa

tin
op

ec
te

n 
sp

. /
 R

V
白

浜
貝

塚
，

五
島

列
島

，
長

崎
県

イ
タ

ヤ
ガ

イ
／

右
殻

／
２

例
と

も
イ

タ
ヤ

ガ
イ

／
左

右
記

述
な

し
／

２
例

（
安

楽
，

19
80

）
安

楽
（

19
80

）
　

Sh
ira

ha
m

a 
SM

, G
ot

o 
Is

ls
., 

JP
N

　
Pe

ct
en

 a
lb

ic
an

s 
/ 

RV
 /

 2
 m

at
er

ia
ls

　
Pe

ct
en

 （
N

ot
ov

ol
a）

 a
lb

ic
an

s 
/ 

nd
 /

 2
 m

at
er

ia
ls

東
三

洞
貝

塚
，

釜
山

，
韓

国
イ

タ
ヤ

ガ
イ

 /
  R

V
 /

 2
 m

at
er

ia
ls

イ
タ

ヤ
ガ

イ
／

２
例

（
河

，
20

07
）

資
料

実
見

（
ケ

ー
ス

内
）；

河
（

20
07

）
　

D
on

gs
am

-d
on

g 
SM

, B
us

an
, K

O
R

　
Pe

ct
en

 a
lb

ic
an

s 
/ 

RV
 /

 2
 m

at
er

ia
ls

　
Pe

ct
en

 a
lb

ic
an

s 
/ 

2 
m

at
er

ia
ls

下
本

山
岩

陰
，

長
崎

県
ツ

キ
ヒ

ガ
イ

/右
殻

イ
タ

ヤ
ガ

イ
／

左
右

記
述

な
し

（
金

子
・

忍
澤

，
19

86
）

資
料

実
見

　
Sh

im
om

ot
oy

am
a-

iw
ak

ag
e,

 N
ag

as
ak

i, 
JP

N
　

Am
us

si
um

 ja
po

ni
cu

m
 ja

po
ni

cu
m

 /
 R

V
　

Pe
ct

en
 a

lb
ic

an
s 

/ 
nd

LV
：

le
ft 

va
lv

e 
左

殻
，

nd
：

no
t d

es
cr

ib
ed

 記
述

な
し

，
RV

：
rig

ht
 v

la
lv

e 
右

殻
.

黒住耐二

－ 85 －



種は、特別な意図で遺跡に持ち込まれて加工された
か、貝面自体が搬入品の可能性も残る。
ｆ）佐賀貝塚：長崎県対馬市（図１－５）
今回の同定結果： イ タ ボ ガ キ 科 の マ ガ キ 属

（Crassostrea）と考えられ、イワガキの可能性も高
い，左殻
これまでの同定結果：マガキ，左右殻の記述なし

（正林，1989）；イタボガキ，左殻（山崎，2001，
2010）
備考：正林（1989）の第96図-251の実測図とPl. 48-
251に基づいて同定を試みた。２㎝程度の弾体溝と
考えられる部分が存在し、左殻と考えられる。殻表
は剥離しているようで、特徴的な形状は図示されて
いないが、イタボガキのような放射肋はない。ま
た、かなり溶解している可能性も高いが、殻頂部の
刻みは認められない。これらのことから、マガキ属
ではないかと考えた。殻頂部で残存長が５㎝を越え
ていることから、マガキではなく、より大形になる
イワガキの可能性が高いように思われる。
　本貝塚の貝類遺体では、イワガキはリストアップ
されておらず、マガキもかなり少ない（0.34％）。
一方、報告者は潜水漁を想定して、大形のサザエや
アワビ類、ミガキボラ・テングニシ等を挙げている

（山本，1989）。筆者は、ミガキボラ・イタヤガイ等

は打上げ個体ではないかと考えており、その中にイ
ワガキが含まれていたことも想定できよう。
　山崎氏の示唆があった可能性もあり、桑原飛櫛貝
塚の報告書（井澤，1996）において、佐賀貝塚資料
が貝面の可能性のあることも示されている。本資料
は後述の貝面参考資料に含まれる可能性も存在する
ように思われた。
ｇ）沖の原貝塚：熊本県天草市
アワビ類（図１－４）
今回の同定結果：マダカアワビ
これまでの同定結果：マダカアワビ（山崎，2001，
2010）
備考：永野・正岡（2010）に図示された資料を元に
同定を行った。南福寺貝塚例と同様に、やや強い畝
状肋と粗く不明瞭な螺肋であることから、マダカア
ワビと同定した。
カキ類（図１－６）
今回の同定結果：カキ類（カキツバタの可能性もあ
る），左右は不明
これまでの同定結果：イタボガキ，左殻（山崎，
2001，2010）
備考：山崎（2001）に示された実測図に基づいて同
定を行った。殻高8.7㎝で略円形、１㎝程度の厚み
を有する種で、殻表はイタボガキほど明瞭ではない

図２　貝面および類似製品出土遺跡．丸：カキ類．四角：アワビ類．
	 三角：ホタテガイ類．大：貝面．小：類似製品．
Fig. 2	Distribution of archaeological sites．Circle：ostreid．Quadrangle：large abalone．
	 Triangle：pectind．Large：Shell Mask．Small：reference material．
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がやや規則的な放射肋が比較的密に存在するという
形状が示されている。
　このような特徴に基づいて同定を試みると、山崎

（2001，2010）のイタボガキという見解とともに、
ベッコウガキ科のカキツバタの可能性も高いと考え
られた。資料を実見しないと正確な同定は行えない
が、現時点で筆者は放射肋の不規則性と遺跡の立地

（外海に近接している）からカキツバタの可能性が
高いのではないかと思っている。なお、左右殻は判
別できなかった。

２．貝面以外の類似製品
　ここでは、山崎（2001，2010）により参考資料

（ここでは類似製品と表記した）として、さらに高
橋（2007）により「あえて機能的に分類するなら垂
飾として扱うべきだと考え」られ、示されてきた貝
面とされていない２孔を有する穿孔品の同定結果に
ついても、貝面同様におよその報告時期ごとに同定
結果を述べる注１。
ａ）殷墟：中国河南省
今回の同定結果：ホタテガイ，右殻
これまでの同定結果：ホタテガイ類，下（右）殻

（鐘，1993）；イタヤガイ，左右殻の記述なし（小屯
M164，近藤，1995）；ホタテガイ，左右殻の記述な
し（小屯M164，山崎，2001）
備考：殷墟小屯M164の馬遺体の額中央からの出土
個 体 に 関 し て は、 中 央 研 究 院 歴 史 語 言 研 究 所

（1972）の報告を見ることができず、近藤（1995）
の引用図と山崎（2001）の記述に基づいた。殻長・
殻高とも12㎝で中央から殻頂よりに２小孔を持ち、
引用図では太い肋が18本程度描かれていることか
ら、ホタテガイの右殻と同定した。
　鐘（1993）は、殷墟で出土し、1948年に台湾に運
ばれ、現在は歴史語言研究所に保管されている海産
貝類の検討を行なっている。その中に５個体のホタ
テガイ類が含まれており、そのうちの２個体を図
22a，bとして写真を示している。この図には、２
小孔を有するものが示され、図22aはM164出土のも
のと同大の殻長・殻高は12㎝で、殻頂側に孔が存在
する。図22bは腹縁側に２孔と殻頂部の前後の耳状
突起縁に小孔を持つ計４孔の製品である。いずれも
太い肋が約20－25本存在し、ホタテガイの右殻であ
ると判断した。図22aでは穿孔以外の加工は図から
は判断できなかったが、図22bでは前後の耳状突起
において、明瞭で円形を意識して研磨・整形が行わ
れていると考えられた。

ｂ）下本山岩陰：長崎県佐世保市
今回の同定結果：ツキヒガイ，右殻
これまでの同定結果：イタヤガイ，左右殻の記述な
し（金子・忍澤，1986）；イタヤガイ，左右殻の記
述なし（高橋，2007）
備考：今回資料を実見した結果、殻表は平滑で、膨
らみは極めて弱く、鉸板の中央が窪み、内面前後の
突出部が前後に開くことから、ツキヒガイの右殻に
同定できた。また、ツキヒガイでは左右殻の内面に
多数の肋を有するが、この資料では内面の肋をほと
んど消失させていた。麻生（1972）で僅かに示され
ている放射肋は、除かれた肋の残存状況に起因する
ものと思われた。殻自体が薄質の本種の内面の肋の
除去は研磨によるものと推測されるが、かなり注意
深い取り扱いを行っていたことが想定される。
ｃ）洗谷貝塚：広島県福山市
今回の同定結果：マガキ？，右殻か？
これまでの同定結果：マガキ，左右殻の記述なし

（金子・忍澤，1986）；マガキ，左右殻の記述なし
（高橋，2007）
備考：小郡（1976）の報告を見ることができず、金
子・忍澤（1986）と高橋（2007）の引用図に基づい
て同定を行った。これまでの報告でマガキとされて
おり、図から同様に判断した。左右殻の判断は困難
であったが、殻頂部に付着部が描かれていないの
で、右殻の可能性が高いと思われた。
ｄ）白浜貝塚：長崎県五島市
今回の同定結果：イタヤガイ，右殻（２例とも）
これまでの同定結果：イタヤガイ２例，左右殻の記
述なし（安楽，1980）；イタヤガイ，左右殻の記述
なし（中山，1992）；イタヤガイ，左右殻の記述な
し（山崎，2001，2010）
備考：安楽（1980）に図示された２資料の図から、
両方ともイタヤガイの右殻であることが確認でき
る。この資料に関して、山崎（2001）は、このうち
の１点は「実見していないので断定できないが、貝
面である可能性が高い」としているものの、山崎

（2010）でも参考資料として取り扱っている。
　イタヤガイの類似種には、シナイタヤとカズウネ
イタヤおよびハナイタヤが知られている（吉良，
1959）。ハナイタヤは、小形で、右殻の放射肋上に
細溝を持ち、容易に他のイタヤガイと識別でき、主
に下部浅海帯に生息し、打上げ個体は稀である。一
方、今回の多くの資料が発掘された九州沿岸には、
イタヤガイに極めてよく似たシナイタヤ（吉良，
1959）とカズウネイタヤ（奥村・田口，2009）が分
布している。色彩や肋数等で識別されているもの

黒住耐二

－ 89 －



の、筆者は明瞭な区別可能な特徴を把握できておら
ず、現時点では遺跡出土個体はイタヤガイとして報
告しておいても良いと考えており、今回の同定はこ
の見解によっている。
ｅ）蘇爺島貝塚：韓国徳積群島
今回の同定結果：ホタテガイ，左殻
これまでの同定結果： ホ タ テ ガ イ 類（ 崔 ら，
2000）；ホタテガイ，左右殻の記述なし（山崎，
2001，2010）
備考：崔ら（2000）の図17と図版35に示されたもの
から、ホタテガイ左殻と同定できる。ホタテガイの
出土例では、右殻利用が多かったが、この資料は左
殻を用い、サイズも殻高７㎝と小形である。報告さ
れた本貝塚の食用等の貝類遺体には、ホタテガイは
含まれていない（崔ら，2000）。このことから、本
種も意図的な利用のために持ち込まれたものであろ
う。
ｆ）鳥浜貝塚：福井県若狭町
今回の同定結果：マガキ属と思われる（イワガキの
可能性もある），右殻の可能性大
これまでの同定結果：カキ類，左右殻の記述なし

（高橋，2007）
備考： 今 回、 原 著 に 当 る こ と が で き ず、 田 中

（2002）の写真から同定を試みた。殻高８㎝、殻長
4.4㎝の長楕円形の殻形で、表面に放射肋は認めら
れず、成長肋は粗いことから、マガキ属で、やや大
形であることからイワガキの可能性も考えられた。

殻頂部に付着部が不明瞭なことから左殻ではないと
思われる。
ｇ）彦崎貝塚：岡山市
今回の同定結果：イタボガキ２例，右殻
これまでの同定結果：イタボガキ２例，右殻（高
橋，2007）
備考：高橋（2007）の図145と図版46の3019と3020
に示されたものから同定を行い、サイズ・扁平な殻
形・密な成長肋から、報告の通り、２例ともイタボ
ガキ右殻と判断した。
ｈ）東三洞貝塚：韓国釜山（図５上段）
今回の同定結果：イタヤガイ２例，右殻
これまでの同定結果：［イタヤガイ］２例（河，
2007）
備考：河（2007）の図54と図版79の３・５、および
No. ３の資料に関しては東三洞貝塚展示館でケース
内の実物資料を検討した。両方ともイタヤガイ右殻
であった。

３．カキ類の同定
ａ）識別点
　貝面に用いられた貝の種類は、山崎（2001，
2010）の指摘通り、中大形カキ類・アワビ類・ホタ
テガイの３群のみであり、類似製品でもイタヤガイ
とツキヒガイが追加されるだけであり、種の選択は
極めて厳密であった。ただ、これまでの報告との食
い違いが認められたのは主にカキ類であったので、

図５　韓国釜山東三洞貝塚出土のイタヤガイ穿孔品（河，2007）．
Fig. 5	Perforated materials excavated from Dongsam-dong Shell Midden, Busan, Korea (Ha，2007)．
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今後の研究の参考になるように、図６に殻頂部内面
を中心に図示し、表２に中大形カキ類の特徴につい
てまとめた。
　不定形のカキ類なので、同定は容易ではないが、
遺跡出土個体では状態にもよるが、殻頂部に刻みや
シワ状彫刻を有するかどうかは確実な分類基準であ
る。これらの形質をチェックすることによってかな
り正しく同定できると考えられるが、イワガキとス
ミノエガキの識別は困難かもしれない。遺跡の立地
と出土貝類の組成からの類推と共に、スミノエガキ
で殻が薄く、右殻がやや窪む傾向も判断基準とな
る。
ｂ）韓半島南岸の先史遺跡出土の大形カキ類
　前述した黒橋貝塚や桑原飛櫛貝塚・佐賀貝塚の例
で指摘したように、貝面に利用されたカキ類は食用
種を中心とした遺跡の貝類遺体中に見られず、意図
的に持ち込まれた場合も多い。そうであるならば、
貝面自体が他地域から搬入された可能性も否定でき
ない。特にスミノエガキは韓半島南岸にも分布する
ことが報告されており（例えば芝，1934；閔，
2004）、搬入かどうかの検討が必要と考えられる。
ただ、同地のスミノエガキに関する詳細な分布等の
情報は少なく、また他の種と混同されている可能性
もあり、これまでの知見をまとめておきたい。
　先史時代遺跡からも金子（1992）は東三洞貝塚の
カキを「マガキとスミノエガキ（？）」、上老大島山
登貝塚のものを「大型のスミノエガキタイプ」と報
告しており、金子・中山（1994）では佐賀県吉野ヶ
里遺跡と関連させて洛東江下流域でのスミノエガキ
について述べられている。近年の東三洞貝塚の報告
では、マガキのみが同定され、図示されている

（河，2011）。東三洞博物館で、ケース内の標本と剥
ぎ取り断面の少数の大形カキ類を見た筆者の印象
は、イワガキの可能性が高いというものであった。
同様に金子ら（2002）もマガキとイワガキを報告し
ている。また、三韓時代の大貝塚である金海会峴里
貝塚では大形のカキが優占種であり、やはりマガキ
と同定・図示されている（松島，2009）。この金海
会峴里貝塚の少数の表採標本を見ての筆者の同定は
スミノエガキであった。
　これらのことから、韓半島南岸の先史遺跡出土の
大形カキ類には、マガキ・イワガキ・スミノエガキ
の３種が含まれていると考えられた。

４．貝面等に利用されたカキ類・アワビ類の搬入
ａ）スミノエガキ
　韓半島南岸にスミノエガキは分布し、先史遺跡で 表
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図７　佐賀市牟田寄遺跡（弥生時代）出土の大形スミノエガキ（CBM-ZM 133976）．
Fig. 7	Large specimens of Crassostrea ariakensis excavated from Mutayori Site, Saga, Japan．

も確認できた。ただ、これまでの筆者の観察と図示
された標本からは、この地域には阿高貝塚・黒橋貝
塚両貝塚で貝面に利用されたような幅広いスミノエ
ガキは見られないようであり注２、韓半島南岸から
九州にスミノエガキが持ち込まれたとは考えにくい
ように思われる。弥生時代の貝塚ではあるが、佐賀
市の牟田寄遺跡（佐賀市教育委員会，1998）から
は、図７左に示したような殻長25㎝を越える極めて
大形で幅広いスミノエガキも確認されている

（CBM-ZM 133976）。 一 方、 黒 橋 貝 塚（ 菊 池，
1998）・阿高貝塚（帆足，2005）や同地域の古代の
下江中島遺跡（黒住，2013）からスミノエガキは報
告されていない。ただ、もしかすると帆足（2005）
の出土貝類図譜でマガキとして図示された右殻はス
ミノエガキかもしれないが、貝面に用いられるよう
な大形の個体ではない。今後の調査結果等により結
果が変わるかもしれないが、阿高・黒橋両貝塚のス
ミノエガキは、大形で幅広いタイプの本種が確認さ
れている有明海奥部から持ち込まれたものの可能性
も否定できない。
ｂ）イタボガキ
　桑原飛櫛貝塚のイタボガキも食用貝類遺体からは
未確認であるが（下山，1996）、博多湾には本種が
生息しており（例えば高橋・岡本，1969）、意図的
な殻の持込みと考えられるが、遺跡前面の海域で採
集された可能性も高い。各地で製品としてイタボガ
キが比較的多く出土しており（例えば金子・忍澤，
1986）、以前にも簡単にコメントしたが（黒住，

1999）、筆者の知る範囲では食用で採取されたのは
香川県の縄文後期・櫃石島の例（矢野，1983）程度
である。内湾域で比較的大形になり、やや硬質なこ
とから、打上げ個体が選択的に持ち込まれたと考え
られる。貝輪としてのイタボガキの特性に関して
は、忍澤（2011）に他の貝類と比較しての結果が詳
細に述べられている。
ｃ）マダカアワビ
　熊本県の２例のマダカアワビは外海岩礁域に生息
する種であり、沖の原貝塚周辺において得られた可
能性も高い。水俣市南福寺貝塚のマダカアワビは前
面の内湾海域にはこの種が生息しているとは考えに
くく、外海側から搬入されたものと推測される。な
お、永野・正岡（2010）の写真や山崎（2001）・水
ノ江（2002）の実測図では、両資料とも殻表には穿
孔生物による線状、あるいは網目状の痕跡が存在す
るものの、内面には明瞭な穿孔跡や他生物の付着は
認められないようであり、また殻の周縁部に生貝を
岩から剥がした欠損や海岸に打上げられていた明瞭
な磨滅の痕跡もないようであった。これらのことか
ら、筆者は、これらの資料は打上げられたマダカア
ワビの中から状態の良いものを選択した結果と考え
ている。天草地域における大形アワビ類の３種の生
息量や殻サイズに関して詳細なデータを見つけるこ
とはできなかったが、波部・菊池（1960）は「マダ
カアワビ普通；クロアワビ多」としている注３。ク
ロアワビも南福寺資料程度の10㎝の個体は各地で普
通であることから、貝面として本地域ではマダカア
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ワビが選択されていた可能性も十分考えられる。

５．イタヤガイの製品
　類似製品として、２遺跡のイタヤガイを取り上げ
た（表１）。白浜貝塚の資料に関しては、前述のよ
うに山崎（2001）では貝面の可能性も想定されると
される。東三洞貝塚の資料（図５上段：国立済州博
物館，2005も参照）は東三洞貝塚展示館でホタテガ
イ貝面と並べて単独でケースに入れられており、貝
面と評価されていると考えられる。筆者には、時代
や形式変化という考古学的な研究を行う能力がない
ので、判断は下せないが、東三洞貝塚の資料は貝面
の系譜のように思われた。
　また、東三洞貝塚では、イタヤガイの殻頂部寄り
にかなり大きな１孔を有すると推測される資料も出
土している（図５下段；河，2007）。類似した１孔
穿孔品は本貝塚の別地点からも知られている（金子
ら，2002；Pl. 3，fig. 8）。このような貝殻に比較的
大きな１孔を有する製品は、貝輪の未製品を除いて
も、カキ類を含め日本でも縄文時代の地域と時代を
問わず出土しており、広く装飾品と理解されている

（例えば金子・忍澤，1986）。東三洞貝塚でも、カキ
類やウチムラサキ等の厚質の二枚貝の１孔穿孔品は
かなり多く出土している（河，2007）。ただ、金
子・忍澤（1986）で集成された日本の縄文時代の１
孔穿孔品にイタヤガイや薄質な貝はほとんどない。
このことから、筆者は東三洞貝塚の１孔のイタヤガ
イは貝面に関連している可能性もあるのではないか
と想像している。
　韓半島南岸におけるイタヤガイ利用は、入手しづ
らいホタテガイから、殻形態が類似し遺跡周辺で採
集可能なイタヤガイへの２孔穿孔品としての利用が
生じ、さらに、１孔への変遷も想定されるのではな
いだろうか。今後、貝面と関連させて韓半島南岸か
ら九州を中心とした地域でのイタヤガイ穿孔品の考
古学的な研究が望まれる。同時に、韓国南岸では、
東三洞貝塚からイタヤガイの右殻の太い肋を研磨し
た製品（河，2007）や金海会峴里から本種の左殻の
研磨品も報告されており（崔ら，2009）、この地域
におけるイタヤガイの利用という視点も興味深いも
のと思われる。

６．ホタテガイの分布と搬入
　ホタテガイは貝面や類似製品として３例が認めら
れたが、報告された遺跡周辺の海域（対馬海峡・渤
海）にはホタテガイは分布していない。しかし、英
語で書かれているため参照されることの多い

Bernard et al.（1993）には、「Bohai」（渤海）がホ
タテガイ（Patinopecten yessoensis）の産地として挙
げられており（p. 52）、これを根拠に本稿での分布
の認識が間違っているとされる可能性も高い。ま
ず、このホタテガイの分布を明らかにしておきた
い。
　渤海の貝類相を詳細に示した趙ら（1982）と斉ら

（1989）の報告にはホタテガイは登載されておら
ず、これらの記録からホタテガイは渤海には自然分
布していなかったと結論づけられる。同様に、芝

（1934）の韓半島の貝類目録では、ホタテガイは
「咸南・江原・東海岸」と記録されており、渤海を
含む東岸から南岸の分布記録はない。Bernard et 
al.（1993）の渤海の記録は、養殖等の非自然分布を
示している可能性が高いと考えられる。韓半島東岸
では、近年のまとめでもホタテガイの分布は江原道
以 北 と さ れ て い る（ 閔，2004；Lutaenko and 
Noseworthy，2012）。つまり、今回の対象地域に最
も近いホタテガイの分布域は日本海西端の韓半島東
岸中北部であることがわかる。
　東三洞貝塚のホタテガイ貝面は、縄文時代中期か
ら後期初頭の考古年代に属すると考えられており

（磯前，1991；山崎，2001，2010）、この時期に韓半
島東岸から南岸にかけて寒流が卓越するという研究
例を筆者は知り得ず、ホタテガイが東三洞周辺にま
で分布を広げていたとは考えられにくい。また、東
三洞貝塚のホタテガイ貝面は耳状突起、特に後部に
磨滅が認められ、打上げ個体であると考えられる。
韓半島南岸の東三洞だけでなく、西岸の徳積群島・
蘇爺島貝塚やさらには中国・殷墟へも同半島東岸中
北部からホタテガイが搬入されたと想定される。蘇
爺島貝塚のAMS炭素年代は、3670±150 yBPと報
告されており（崔，2000）、殷墟の年代と極めて大
きな相違はないと思われる。また、殷墟へは山東半
島を経て貝類が持ち込まれた可能性が高く（黒住，
2003）、ホタテガイの搬入ルートに関しても徳積群
島と山東半島は比較的近距離に位置していることか
ら、同半島が経由地といえよう。今後、様々な考古
学的な検討を経なければならないが、中国・中原の
殷と韓半島西岸中北部が関係するという事象は興味
深いものであると思われる。
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の提供でお世話になった。忍澤成視氏には入手しづ
らい国外文献をご恵与頂いた。西田 巌氏に有明海
の巨大なスミノエガキを提供頂いた。山下博由氏は
スミノエガキの情報等をお寄せ頂いた。阿高・黒橋
両貝塚および東三洞貝塚の資料は（公財）髙梨学術
奨励基金の調査時に見ることができた。また、本報
告の一部には科学研究費（15H05966、代表：金原
正明；16H0310、代表：島立理子）を用いた。これ
らの方々にお礼申し上げる。

注１　なお、北海道では続縄文期に、ヤスで突かれ
た痕跡として１～２孔を有するホタテガイが知
られており（西本，1984；p. 7）、当然、これ
までの研究でもヤスの痕跡と考えられるものは
排除されている。

注２　韓半島南岸中部のソンジン江の漁港では、地
先で採集された大形幅広のスミノエガキが得ら
れているという（山下博由氏，私信）。

注３　メカイアワビは、波部・菊池（1960）のリス
トに登載されていない。
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